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特集イラスト／山内 庸資

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
登
場
前

本稿では、1970年代から現代に至る金融システムのＩＴ化の流れを俯瞰したうえで、
このたび新たに提供されることとなった

「金融ハイブリッドクラウド・プラットフォーム」の概要を解説する。

地域金融機関向け
共同プラットフォームと

今後の展望

I IJ 取締役副社長執行役員

村林聡

業界横断！
ハイブリッドクラウド・

プラットフォーム
DX（デジタルトランスフォーメーション）、デジタル通貨、生成AI、Society 5.0……等々

デジタル化の波が我々の社会に押し寄せている。

今回は、そのなかでも金融業界において進行している

新たな共同プラットフォーム構想の話題を中心に、最新の動向を紹介する。

I IJ

銀行D

銀行C

銀行A

銀行B
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
登
場
後

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て

〝Society 5.0

〞へ

● 規制の時代 ● 金利など自由化の動き
● 国際化・証券化の進展

● 金融ビッグバン
 新商品、新サービス開発
のスピード勝負

 合従連衡

● リーマンショック後の
低成長・金融超緩和

● 他業態の金融参入
● デジタル技術の急進展

● デジタルの時代～金融の
サービス化・ネットワーク化

 Banking as a Service
Finance as a Service
Payment as a Service

大型汎用コンピュータ時代 分散コンピューティング
技術の台頭

大型コンピュータと
分散コンピューティング
の並存

グリッド
コンピューティング
ユーティリティ
コンピューティング

インターネット 
の急拡大 WEB 2.0

Cloud
SNS
Data Analysis
Smart Device

ロボット

Internet Security
Agile

Open API
Sharing Economy
AI
Design Thinking
IoT
Blockchain

事務の合理化・効率化追求

ビジネス環境
の変遷

システム化
対象範囲

1985年～ 1995年～ 2008年～ 2015年～1970年代半ば～

業務の多様化・
業務拡大に対応した
システム基盤構築

・グローバル化
・情報化

ITの戦略的活用による
競争優位の確立

・新チャネル
・商品の多様化
・インターネット化

ITの効率化
・システム共同化
・他業態連携
・システム統合

デジタル技術の活用
による新サービスの提供、
金融サービス開放、
経済圏創出

・ ＡＩ活用によるサービス向上
・デジタル3原則の実現

ネットワーク・ＰＣなど技術の進展

情報技術

デジタルファースト
ワンスオンリー

コネクティッド・ワンストップ
デジタル技術の活用見極め
安心・安全・安定

効率的・スピーディな
システム統合

第3次オンライン、グローバルシステム第2次オンライン

図１  
金融機関（銀行）システムの変遷
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共
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
概
要

インターネット

各銀行の
デジタル通貨提供 BaaS
DCJPYネットワークを提供

各銀行のDC移転先として
勘定系基準と同一サービス
レベルの I IJ DCを提供

各銀行の業務系クラウド利用に
プライベートバックボーンからの
閉域接続を提供

各銀行で構築・運用されている
セキュリティ環境やOA環境を
共同プラットフォームとしてサービス提供

芳賀・南港DCから分散系を 
I IJ白井・博多DCに移転

図 2  
地域金融機関向け
共同プラットフォーム

IBMアライアンス I IJ提供部分

I IJグループ独自に提供可能な部分

金融サービス向け
デジタルサービス・プラットフォーム

地域金融機関向け
OAサービス
プラットフォーム

地域金融機関向け
分散基盤

共同プラットフォーム

地域金融機関向け
メインフレーム

共同プラットフォーム

IBM地域
DXセンター

メインDC 災対DC I IJ白井DC
（メイン）

I IJ博多DC
（災対）

I IJ白井DC
（メイン）

I IJ博多DC
（災対）

お客さま連携
基幹系連携

Business Zone

Financial Zone

IBM Cloud

Azure

AWS

IIJ GIOセキュリティ環境や
OA環境

DCJPYネットワーク

各地方銀行
個別契約DC移転先

各地域金融機関
個別契約DC

メイン 災対

B銀行 プライベートWANA銀行 プライベートWAN

本社 拠点 拠点 拠点 拠点 本社 拠点 拠点 拠点 拠点

2 3

4

閉域接続

5

閉域接続閉域接続

地銀共同化プライベートネットワーク・バックボーン
（I IJプライベートバックボーンサービス）1 共同プラットフォーム内の通信を閉域接続

89



共
同
シ
ス
テ
ム
の
役
割
の
進
化

ハ
ー
ド
面
か
ら
ソ
フ
ト
面
の

共
同
利
用
へ

②
地
銀
共
同
化
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
提
供

＊
３

＊
４

＊
５

＊
６

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
要
す
る

ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
の
共
同
化

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
共
同
化

①
分
散
基
盤
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
提
供

＊
１

＊
２

地
域
金
融
機
関
向
け

分
散
共
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
概
要

昨
年
の
十
月
一
日
に
発
表
さ
れ
た
「
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
協
業
に
よ
る

地
域
金
融
機
関
向
け
分
散
基
盤
共
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
」
は
、

従
来
の
地
銀
向
け
共
同
シ
ス
テ
ム
を
超
え
た
新
た
な
協
業
の
ス
キ
ー
ム
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

＊1 https://www.iij.ad.jp/news/iijnews/vol_179/
detail_04.html

＊2 https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2024/
1001.html

＊3 EDR：Endpoint Detection and Response エンド
ポイント（PCやサーバなど）の状況を監視し、脅
威を検出・対処するセキュリティソリューション。

＊4 XDR：Extended Detection and Response エンド
ポイントやネットワークなど複数のレイヤから脅
威を検出・対処するセキュリティソリューション。

＊5 SIEM：Security Information and Event Management
ネットワーク上で発生するログを収集・監視・分析・
通知する技術。

＊6 SOAR：Security Orchestration, Automation and 
Response セキュリティ運用業務の効率化や自動
化を実現する技術。

Ｉ
Ｉ
Ｊ
常
務
執
行
役
員
（
金
融
担
当
）

荒
木
健
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製
造
業

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
最
適
化

今
後
の
展
望

地
銀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

統
合
へ
の
活
用

＊
３

医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

遠
隔
医
療
の
実
現

教
育

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
学
習
環
境
の
構
築

小
売
・
流
通
業

オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
の
強
化

エ
ネ
ル
ギ
ー

電
力
需
給
の
最
適
化

Ｄ
Ｘ
を
支
え
る
基
盤

Ｉ
Ｉ
Ｊ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
の

多
様
な
活
用
可
能
性

本
稿
で
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｊ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、

金
融
、
製
造
、
小
売
・
流
通
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
、
教
育
な
ど
、
各
業
界
に
お
け
る
活
用
の
可
能
性
を
紹
介
す
る
。

Ｉ
Ｉ
Ｊ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
本
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
２
部
長

小
野
原
雄
平

Ｉ
Ｉ
Ｊ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
と
は

＊
１
・
２

＊1  https://www.IIJ.ad.jp/biz/pbackbone/　＊2  https://eng-blog.IIJ.ad.jp/archives/28305　＊3  https://www.IIJ.ad.jp/news/pressrelease/2024/1001.html

I IJプライベートバックボーンサービスイメージ図

I IJプライベート
バックボーンサービス

（PBB）

IIJクラウド
エクスチェンジサービス

広帯域専用線 ベストエフォート回線

IIJ IoTサービス

IIJプライベート
アクセスサービス

本社、データセンターなど主要拠点 病院、学校、商業施設など

IIJ Omnibus
サービス

多拠点向け閉域網

OCIGoogle
Cloud

Microsoft
365 AWS

Microsoft
Azure I IJモバイル閉域網

IoTデバイス

1213

https://www.IIJ.ad.jp/biz/pbackbone/
https://eng-blog.IIJ.ad.jp/archives/28305
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2024/1001.html


イ
ン
ボ
イ
ス

チ
ェ
ー
ン
分
科
会

の
活
動

デ
ジ
タ
ル
通
貨
へ
の
高
い
関
心

デ
ジ
タ
ル
通
貨
Ｄ
Ｃ
Ｊ
Ｐ
Ｙ

デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
最
前
線

デ
ジ
タ
ル
通
貨
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
取
り
巻
く
各
分
野
に
は
日
々
活
発
な
動
き
が
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
デ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ト
Ｄ
Ｃ
Ｐ
の
活
動
を
中
心
に
、
そ
う
し
た
概
況
を
見
て
み
た
い
。

デ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ト
Ｄ
Ｃ
Ｐ
常
務
執
行
役
員
営
業
本
部
長

新
井
雄
一
郎

Ｄ
Ａ
Ｏ
の
開
発
に
着
手

＊

＊ ビットコインのように管理者が存在しないことが特徴で、誰でも参加できる公開されたブロックチェーン・ネットワーク。

一部

38％（37社）

半分程度

1％（1社）

活用を
調査・検討中

57％（55社）

ほぼすべて

4％（4社）

Q2 自社の業務や商取引にデジタル通貨が
 どれくらい適用できそうですか？

Q1 デジタル通貨の検討状況について
 教えてください。

デジタル通貨の
導入余地がある

43％（42社）

デジタル通貨の意識調査結果（抜粋）  総数97社
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l l l
I IJ Research 

となりの

情シス
202� 

今回は、企業の IT投資の評価と実態について

調査した結果をお知らせします。

（実施期間：2024年7月17日～7月31日／有効回答数：1,128件）

―
―
―

 

調査方法

カテゴリ

自社のIT投資に関する評価

＋ 

＋ 

＋ 

IT投資を次の5つのカテゴリに分類し、『IT投資に対する評価」や r予算取り・決裁申請の検討状況と結果」について調査しました。

①基本的な社内インフラ維持のためのIT投資………・例：PC ・ ネットワ ー ク・基幹システムの維持管理、ITサポ ートなど
②サイバ ーセキュリティ対策のためのIT投資…………．例：ゼロトラストやエンドボイント対策、CSIRT/SOC の設置、社員啓蒙など
③業務効率化·生産性向上のためのIT投資…………例：業務の自動化やデジタル化、プロセス改善など
④既存ビジネスの拡大 ・ 変革のためのIT投資 ………・例：営業やマー ケティング強化ツールの導入、開発内製化など
⑤新規ビジネスや新たな価値創出のためのIT投資…．例：新事 業の PoC、エンドユーザの体験に関わる新規IT投資など

Q l ． 自社の洛カテゴリのIT投資」について、
あなたはどう感じますか？

Q2. 自社の rサイバーセキュリティ対策のためのIT投資」
について、あなたはどう感じますか？

n=l,128 

①基本的な社内インフラ維持
のためのIT投資

②サイバーセキュリティ対策
のためのIT投資

③業務効率化・生産性向上
のためのIT投資

④既存ビジネスの拡大・変華
のためのIT投資

⑤新規ビジネスや新たな価値創出
のためのIT投資

■■ 十分できていると感じる
できていると感じる

31.4％→ 

予算取り・決裁申請の検討状況と検討結果 予算・決裁申請が通らない理由

Q3. 今年度の実施を目指して、あなたが具体的に r予算取り」
または r決裁申請」を検討した事項はありましたか？
（実際に実施に至ったかどうかは問わず）
また r具体検討事項があった」方は、
どの結果に着地することが多かったですか？

23.2％→ 

19.6%ヤ

20 

ーどちらともいえない
··Iできていないと感じる

40 

IIJ情シスロza”g円

60 

■■ 全くできていないと感じる

80 100
⑱

自社のIT投資に対する評価を聞いたところ、 「基本的な社内インフラ
維持のためのIT投資」のカテゴリのみ全体の約半数が 「できている」
と評価。それ以外のカテゴリでは、全体的に評価が低く、特に新規ビ
ジネスや新たな価値創出へのIT投資ができていると回答したのは全
体の2割にとどまった。

I I I 

従
業
員
数

10,001人以上

5,001~10,000人

3,001~5,000人

1,001~3,000人

501~1,000人

100~500人

100人未満

゜

■■ 十分できていると感じる
できていると感じる

20 40 

■■ どちらともいえない
··lできていないと感じる

「「「

60 80 

I I I 

8;9 
←� n=l35

n=70 

n=57 

n=l32 

n=299 

n=292 

■■ 全くできていないと感じる

5つのカテゴリのなかで 「サイバー セキュリティ対策のためのIT投資」
に対する評価を従業員規模別で見てみると、規模が小さいほど 「でき
ていない」と感じている割合が裔く、企業規模によるIT投資状況の違
いが見てとれる。

①基本的な社内インフラ維持
のためのIT投資

②サイバーセキュリティ対策
のためのIT投資

③業務効率化・生産性向上
のためのIT投資

④既存ビジネスの拡大・変革
のためのIT投資

⑤新規ビジネスや新たな価値創出
のためのIT投資

■■ 具体検討した事項や案件があった
■■ 検討していない

73.9% 26.1賢

54.6% 45.49' 

57.196 

34.096 

42.99' 

66.0'6 

28.9% 71.1% 

20 40 60 
■■ 実梅することとなった

予算が取れなかった／決裁が通らなかった
予算申請／決裁申請を行わなかった

予算・決裁申請を通すためのポイント

80 

n=683 

n=635 

n=721 

n=626 

n=612 

100
⑱

予算取りや決裁申請を行なう立場にある方を対象に、検討案件の有
無を聞いたところ、 「基本的な社内インフラ維持のためのIT投資」を
検討した割合が7割を超え、5つのカテゴリのなかでもっとも高かった。
次いで 「業務効率化 ・ 生産性向上のためのIT投資」、 「サイバ ー セキ
ュリティ対策のためのIT投資」の順で、 「既存ビジネスの拡大 ・ 変革」
と 「新規ビジネスや新たな価値創出」については、QlのIT投資の評
価と同様に、他と比較して数値が低く、検討自体が少なかった。また、
検討結果を聞いてみたところ、5つすべてのカテゴリで 「実施すること
になった」の回答が5割を超えた。

Q4. r予算が取れなかった ・ 決裁が通らなかった」と
お答えいただいた方は、
その理由はどれであ ることが多いですか？

①基本的な社内インフラ維持
(})ためのIT投資

②サイバーセキュリティ対策
のため(})|T投資

③業務効率化・生産性向上
(})ためのIT投資

④既存ビジネスの拡大・変革
(})ため(})|T投資

⑤新規ビジネスや新たな価値創出
のためのIT投資

41.8% 

36.296 

29.2% 

26.l% 

28.196 24.7% 

29.7% 25.096 

31.0% 25.9% 27.696 

゜

■■ 金額が許容されなかった
費用対効果を示せなかった・綴められなかった
必要性が理解されなかった

100 
（％） 

■■ 根回し・社内調整などコミュニケーション不足
■■ 関係各所の反対にあった
■■ その他

20 40 60 80 
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n=69 

na89 

n=64 

n=58 

予算・決裁申請が通らない理由としては 「金額が許容されなかった」
がもっとも多 く、次いで 「費用対効果が認められなかった」と 「必要
性の理解が得られなかった」が続いた。また 「必要性が理解されな
かった」と回答した比率をカテゴリで比較すると、 「サイバーセキュリテ
ィ対策のためのIT投資」が一 番低く(17.4%)、 「既存ビジネスの拡
大 ・ 変革のためのIT投資」が一番高く(34.4%)、次いで 「新規ビジ
ネスや新たな価値創造のためのIT投資」(27.6%) が高かった。ビジ
ネスの拡大 ・ 変革や、新たな価値創造のためのIT投資は、その必要
性を理解してもらうには大きな関門があることがうかがえた。

Q5. IT関連の予算申請または決裁申請を通す際、工夫していることやポイントがあれば教えてください。

＋ のご紹介

「 ||J情シス Boost-up Pro ject」は、情報システム関連部門で働く皆さまに
日々の活動や組織運営のヒントとなる情報をお届けします。

HP https://www.iij.ad.jp/svcsol/jboost/ ¼ @I I」_」boost

●情シスの “リアル” を知るj去 AIT 調査1 レポ ート

●視座と “やる気” を高めるモチベートセミナ ー

●情シスの課題を議論するトー クセッション

●他企業の “事例’'を知る月互診呂ミ・勉討蛍会：

予算・決裁申請を通すためのポイントについて聞いたところ、キ
ーパ ーソンとの折衝や資料準備におけるコツなど、具体的なコメ
ントが多数寄せられた。

コスト削叱業務効率化

相見積導入事例
亭経営層；雷箇管

”

明確化同業他社 暉呵

間接的費用対効果訴求
投資対効果 1 pa

ユーザー ロ ーカル Al テキストマイニングで調査 https: //textm in i ng. userlocal. jp/

●キーマンの特性を知り、説明はオーバーに
まず、決裁者の性格 ・ 経営理念・考え方を知ること。関係者の上長を巻き
込み、必要性について賛同してもら える所属長を味方にすること。説明は
ある程度オ ーバー に伝えること。

●全体像を見せる
決裁者が全体像を把握できる資料を用意し、その決裁が全体のどの程度
か、わかるようにしている。そうすると次の決裁もやりやすくなる。

●データを準備し、『松•竹 ・ 梅」で提示
エビデンスを確実に提示し、先に金額の高い提案をして、2案、3案で本命
を出すようにしている。
財政部門が欲しがるデ ータを事前に揃えておく。プランを 2通り以上（松 ・

竹 ・ 梅など）作成し交渉に臨む。
＋ 

今回は、企業のIT投資に関するアンケート調査結果をお届けしました。特設サイト 「法人IT調査レポ ート」では、本稿で取り上げた
項目以外にも、カテゴリ別の詳細結果や特に力を入れたIT投資事項 ・ 案件、具体的な声を紹介しています。ぜひこちらもご覧ください。

← 

鵬
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なか困難だが、日本の平均寿命を見てみると1925年当時

は男性42歳・女性43歳であったのに対し、現在（2023年

時点）は男性81歳・女性 87歳となり、男女ともほぼ 2倍

の人生を生きるようになっている。また、ロシアのロケット

研究者であるコンスタンチン・ツィオルコフスキーが1903年

に発表した論文で初めて多段式ロケットのアイデアを示す

など、宇宙旅行も現実のものになるという期待に胸を膨ら

ませるようになった。

　他方、技術の進歩がもたらす光の部分と同時に、影の部

分も人々の意識に上り始めた。例えば、ロボットによる家事

労働の自動化。ロボットによる省力化が夢として語られる

ようになった。他方、チェコの国民的劇作家カレル・チャペ

ックが SFの古典的名作である戯曲「ロボット（R.U.R.）」を

1920年に発表。そのストーリーは、人間の労働を肩代わり

していたロボット達が団結して反乱し、人間の抹殺を開始

するというもので、技術の進歩に対する人々の不安感をこ

の作品はよく表している。都市の未来についても似たよう

な当時の期待と不安がみて取れる。1927年に公開された

フリッツ・ラング監督の映画「メトロポリス」において、高

層ビルに覆われた未来都市のイメージが人々の間で共有さ

れるようになった。この作品では聳える摩天楼の上層階に

住む知識指導者階級と地下の労働者階級に二極分化した

ディストピア的な世界――舞台として設定されたのは100

年後の2026年のニューヨーク――が描かれた。

100年後の夢

　前出のロケット研究者ツィオルコフスキーの論文には

「今日の不可能は明日可能になる」という言葉が書かれて

いた。100年後の今から振り返ると、かつて夢見られたこ

とは大半が実現している。では、100年後に実現している

のはどういう世界だろうか。

　まずは宇宙開発と人類の拡張。月や火星だけでなく、遠

い惑星などにも人類が移住し、宇宙コロニーを作って生活

している可能性がある。テラフォーミング（地球化技術）

によって人間が居住可能な環境が作られ、惑星間インター

ネットの構築、宇宙太陽発電所など新たなクリーンエネル

100年前と100年後

100年前の夢

1925年（大正14年）頃、人々は100年後（2025年）がどん

な世界になると考えていただろう。19世紀後半からの第二次

産業革命や第一次世界大戦（1914–18年）にともなう技術

革新が人々に大きな影響を与えたこの時代、電気や石油な

どの新しいエネルギー源の登場、化学や鉄鋼といった重化

学工業部門の技術進歩、通信手段や輸送手段の進化によ

り市場が拡大し、科学技術に対する人々の期待が膨らんだ。

1927年にリンドバーグがニューヨーク・パリ間の大西

ギーを実現し、宇宙コロニーを活動拠点としながら新たな

「宇宙経済圏」が誕生する。そして、地球外への旅行が一

般的に可能となり、人類の活動フロンティアが大幅に拡張

されるだろう。

　医療のさらなる進歩も実現するだろう。一人ひとりの遺

伝子情報や生活習慣にもとづいて病気を予防・治療する

「個別化医療」が標準となり、体内にナノロボットが入って

病状を改善したり、BMI（ブレイン・マシン・インタフェー

ス）の普及によって人間の意識がサイバー空間と統合され、

人間の記憶や思考をクラウドに保存したりすることも可能

になるかも知れない。同時に脳がネットワーク化し、個人

の意識が「集合意識」のような形で共有される新しいコミ

ュニティが誕生する可能性もあるだろう。

　さらに、言語の壁が完全に消滅し、国境の概念が薄れる

とともに地球全体が1つの総合的な社会として機能するよ

うになっているかも知れない。他方、AIや遺伝子操作技術

が悪用され、新たな形の紛争や不平等が発生したり、自動

化の行き過ぎた進展によって人間性が失われるような事態

が発生する可能性も否定できない。

重要性を増すデジタルガバナンス

　実は本稿の「100年前の夢」と「100年後の夢」は、いず

れもChatGPTに投げかけて得られた回答を素材にしながら

書いている。印象的なのは、100年後の予想項目を書き出し

たあと、ChatGPTがこんな言葉で締めくくっていることだ。

「2124年の未来は、科学技術の進歩によって『可能性が

広がる希望』と『新たな倫理や社会の課題』の両方が含ま

れる世界になると考えられます。未来を描くことは現在の

選択を決める上で重要なプロセスでもあり、人類がどうバ

ランスをとりながら発展していくかが鍵となるでしょう」

　この指摘は正しい。急速に進化してきたデジタル技術は

今後も幾何級数的に発展し、社会経済システムのみならず、

人々の意識や思考、行動のあり方まで大きく変えていくだ

ろう。そして、こうしたデジタル技術を人間が適切に制御

する仕組み、つまりデジタルガバナンスのあり方について

継続的に話し合っていくことが重要だろう。

第11回

イラスト／Stomachache.

I I J 取締役副社長執行役員

谷脇康彦

“過去はいつか未来だった。そして未来はいつか過去になる”

（タジキスタン出身のロシア語作家アンドレイ・ヴォロスの著作より）

洋単独横断飛行を達成するなど航空技術が急速に進展し、

人々は「空飛ぶタクシー」で空を自由に移動することを夢

見ていた。メディアも大きな変革期にあった。ラジオや電

話が普及し始め、1925年にはスコットランドの発明家ジョ

ン・ロジー・ベアードが初期のテレビシステムを発明。腹

話術の人形の頭部を走査線30本、毎秒5フレームで送るこ

とに成功。「顔を見ながら会話できる装置」が将来は実現

するだろうと人々は夢を描いていた。

　また、医学の進歩により寿命が劇的に延び、病気が完全

に克服されることへの期待も高まった。病気の克服はなか
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ブ
を
地
理
的
に
離
れ
た
場
所
に
作
っ
て
、
同
様
の
性
質
を
持
た
せ
て

い
る
も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
分
散
型
で
ス
ケ
ー

ル
フ
リ
ー
モ
デ
ル
を
取
り
入
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
災
害
時
に
一
部
の
拠
点
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て
も
、
全
体
の
シ

ス
テ
ム
が
維
持
さ
れ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
確
保
で
き
ま
す
し
、
日
常

的
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
信
頼
性
向
上
に
も
寄
与
で
き
る
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
も
う
一
つ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
先
述
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
以
外
に

も
う
一
つ
、「
強
さ
」
を
生
み
出
す
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要

な
「
性
質
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
用
し
て
い
る

技
術
者
た
ち
の
横
の
つ
な
が
り
の
強
さ
で
す
。
本
連
載
の
読
者
の
皆

さ
ん
な
ら
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災

後
の
一
九
九
七
年
か
ら
毎
年
二
回
開
催
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｇ

（JApan N
etwork Operators’ G

roup

）
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
ペ

レ
ー
タ
の
会
議
が
あ
リ
ま
す
。
こ
こ
に
は
異
な
る
企
業
や
地
域
で
活

躍
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
者
が
全
国
か
ら
結
集
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
経
験
、
知
見
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
交
換
し
な
が
ら
、
全
体
の
技

術
力
や
運
用
力
の
向
上
を
目
指
し
て
切
磋
琢
磨
し
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
て
い
ま
す
。
第
五
五
回
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｇ
は
今
年
一
月
に

京
都
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
四
千
人
を
超
え
る
技
術
者
が
集
い
ま

し
た
。
こ
の
技
術
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
現
在
お
そ
ら
く
千
社
に
届

く
で
あ
ろ
う
通
信
事
業
者
が
相
互
接
続
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
体
が
あ
た
か
も
一
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
か
の
如
く
、
日
々
、
安
定
的
に
機
能
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

て
い
る
の
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｇ
は
、
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
同
様
の
会
議
体
で

あ
る
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｇ
（N

orth Am
erica N

etwork Operators’ Group

）
に

倣
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｇ
は
、
現
在
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
前
身
と
も
言
え
る
Ｎ
Ｓ
Ｆ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
全
米
各
地
域

で
つ
な
い
で
い
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
オ
ペ
レ
ー
タ
の
集
ま
り
で
あ

るRegional-Techs M
eeting

か
ら
発
展
し
た
も
の
で
す
。
実
は
、
筆
者

が
一
九
九
五
年
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｇ
に
参
加
し
よ
う
と

し
た
時
、
最
初
は
「
こ
れ
はNorth Am

erica

の
会
だ
か
ら
」
と
断
ら
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
世
界
中
に
オ
ー
プ
ン
に
な

り
、
翌
年
に
は
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
や
、
こ
う
し
た

「
○
○
Ｎ
Ｏ
Ｇ
」
と
い
っ
た
集
ま
り
は
世
界
中
に
あ
り
、
各
地
域
・
国

内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
者
の
つ
な
が
り
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
三
〇
年
が
経
過
し
、
私
た
ち
の
社
会
は
大

き
く
進
化
し
ま
し
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
が
新
た
な
可
能
性
を
も

た
ら
す
一
方
、
そ
れ
ら
を
裏
で
支
え
る
人
の
つ
な
が
り
の
力
が
あ
っ

て
初
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
克
服
し
、
よ
り
強
靭
な
社
会
を
築

く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｇ
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
技
術
者
が
定
期
的
に
集
ま
っ

て
お
祭
り
騒
ぎ
を
し
て
い
る
だ
け
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

実
際
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！　

部
下
の
技
術
者
が
参
加

し
た
い
と
言
っ
て
き
た
ら
、
ぜ
ひ
「
し
っ
か
り
貢
献
し
て
こ
い
！
」
と

笑
顔
で
送
り
出
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
Ｉ
の
発
展
に
よ
り
「
人
間
の
仕
事
は
な
く
な
る
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
は
ど
う
し
て
も
そ
れ
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

人
間
の
知
恵
が
生
み
出
す
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
、
そ
れ
を
安
定
し
て
、

し
か
も
安
全
に
動
か
し
続
け
る
人
同
士
の
つ
な
が
り
の
力
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
未
来
は
進
化
し
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の

「
お
祭
り
」
は
今
の
時
代
に
も
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ち
な
み
に
第
五
六
回
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｇ
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｊ
が
ホ
ス
ト
と
な
っ

て
、
七
月
に
島
根
県
松
江
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
、
そ
の
熱
気
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
今

年
で
は
や
三
〇
年
で
す
。
テ
レ
ビ
の
特
集
番
組
を
ご
覧
に
な
っ
た
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。
思
え
ば
あ
れ
が
、
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

体
験
し
た
初
め
て
の
大
災
害
で
し
た
。
あ
の
日
、
震
源
地
周
辺
で
は

大
地
が
激
し
く
揺
れ
、
家
屋
や
ビ
ル
が
崩
壊
し
た
り
、
高
速
道
路
の

高
架
ま
で
が
倒
壊
し
、
現
地
に
住
ん
で
い
た
友
人
や
家
族
の
安
否
が

わ
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
、
筆
者
が
そ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
な
か
で

体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
大
災
害
で
し
た
。
言
葉
で
は
言
い
尽

く
せ
な
い
混
乱
と
悲
し
み
が
広
が
る
な
か
、
都
市
型
地
震
と
し
て
の

甚
大
な
被
害
を
社
会
に
突
き
つ
け
る
と
同
時
に
、
災
害
時
の
情
報
伝

達
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
事
件
だ
っ

た
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

当
時
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ま
だ
黎
明
期
に
あ
り
、
一
般
家
庭
へ

の
普
及
率
も
低
く
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
は
固
定
電
話

や
ラ
ジ
オ
が
中
心
で
し
た
。
し
か
し
震
災
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
通
信

手
段
が
寸
断
さ
れ
、
情
報
の
共
有
や
被
災
地
の
状
況
把
握
が
大
き
く

遅
れ
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
昨
年
の
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
記
憶
に
新
し

く
、
現
地
で
は
い
ま
だ
に
復
旧
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
共
有
の
安
定
性
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
が
、

災
害
対
応
や
復
旧
作
業
の
遅
れ
を
見
て
い
る
と
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

進
化
し
た
現
在
に
お
い
て
も
、
地
域
特
有
の
制
約
や
物
理
的
イ
ン
フ

ラ
の
脆
弱
性
に
よ
り
、
災
害
対
応
が
む
ず
か
し
く
な
り
得
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
補
う
べ
く
、
現
場
の
連
携
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な

が
り
、
あ
る
い
は
地
域
を
越
え
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
行
政
や

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に
対
処
す
る
た
め
の
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
で
も
同
様
で

し
た
。
今
回
の
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
過
程
か
ら
改
め
て
見
え
て
き

I IJ 非常勤顧問
株式会社パロンゴ監査役、その他 ICT関連企業のアドバイザー等を兼務

浅羽 登志也

人と空気とインターネット

阪神淡路大震災から30年が経った今、

インターネットの “強さ”の秘訣と、

ネットワークを裏で支える技術者の存在にスポットを当ててみたい。

た
の
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
け
に
依
存
せ
ず
、
人
間
同
士
の
つ
な
が

り
や
地
域
固
有
の
知
識
を
活
か
す
こ
と
の
重
要
性
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
な
ぜ
災
害
に
強
い
の
か

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
災
害
に
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。
そ
の
秘
密
は
不
思
議
な
こ

と
に
、
分
散
型
で
自
然
発
生
的
に
で
き
あ
が
っ
た
「
構
造
」
に
あ
り

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
「
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
」
と
い
う
構
造
を
持

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
然
界
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
構
造
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、「
新
し
い
ノ
ー
ド
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
時
、

す
で
に
た
く
さ
ん
リ
ン
ク
を
持
っ
て
い
る
ノ
ー
ド
に
つ
な
が
り
や
す

い
」
と
い
っ
た
一
連
の
シ
ン
プ
ル
な
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
成
長
し
て
い

く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
く
見
ら
れ
る
構
造
で
す
。
ま
さ
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
こ
の
よ
う
に
し
て
世
界
中
を
つ
な
ぐ
巨
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
成
長
し
て
き
た
の
で
す
。

　

ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
構
造
を
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
一
部
の
ノ
ー

ド
が
破
壊
さ
れ
て
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
が
崩
壊
し
に
く
い
と
い
う

特
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
ハ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
少
数
の
大
き

な
ノ
ー
ド
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
接
続
性
を
保
つ
役
割
を
担
っ
て

い
る
た
め
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ラ
ン
ダ
ム
に
ノ

ー
ド
を
取
り
除
い
て
い
っ
て
も
全
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
に
く
い
性

質
、
す
な
わ
ち
、
不
測
の
災
害
に
も
強
い
性
質
を
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
（
逆
に
ハ
ブ
を
狙
っ
た
「
攻
撃
」
に
は
弱
い
と
い
う
弱
点
も
あ
り

ま
す
）。
こ
の
よ
う
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
災
害
時
に
あ
る
地

域
で
通
信
が
遮
断
さ
れ
て
も
、
他
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
情
報
を
伝
達

で
き
る
ケ
ー
ス
が
多
い
わ
け
で
す
。

　

こ
の
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
は
、
他
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
も
見
ら
れ

ま
す
。
電
力
供
給
網
や
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
で
も
、
複
数
の
ハ

インターネットと社会のレジリエンス
阪神淡路大震災から30年を振り返って

イラスト／末房志野

ネ

まま域でま

2021



「Cookie（クッキー）バナーを出さない」という選択肢を提供する

新しいプライバシーツール
「STRIGHT（ストライト）」をリリース

従来のクッキーバナーは、ブランドサイトでも同意を取ることでプライバシー保護の姿勢を示したい法務担当者と、
クッキーバナーにブランドサイトのデザインを邪魔されたくないと考える事業担当者（製品・ブランドサイト担当）とのあいだで
考え方の相違があり、導入が進まないことがよくありました。
一方、消費者の目線では、クッキーバナーが導入されているサイトにおいて、
信頼しているサイトなのに毎回クッキーバナーが表示されて“同意疲れ”を感じるなど、
それぞれの立場で課題が存在していました。そこで本稿では、日本のブランドサイトや消費者が抱えていた課題を
抜本的に解消する新しいクッキー同意管理ツール、「STRIGHT」の概要と特長を紹介します。

I I Jビジネスリスクコンサルティング本部
ビジネスリスクコンサルティング部長

中西 康介

　また、電気通信事業法の外部送信規律が適用される場合、事
業者はサイトやアプリの利用者に対しクッキーの取り扱いに関す
る通知または公表義務を負いますが、同意取得を義務付ける規
定はありません。つまり、日本では大半のサイトでクッキーバナ
ーの導入は義務ではないのです。
　一方、欧州や米国などの海外法規制では、クッキー自体が個
人データと定義され、同意の法的義務が多くの国であります。そ
の義務への対応として、クッキーバナーを使った同意管理が一般
的となっており、制裁事例も増えています。

「プライバシー保護」と「ブランド力の最大化」は
両立できるのか？
　既存のクッキーバナーは海外製や日本製を含めて多々あります
が、海外製は日本法対応が十分でなかったり、日本製は海外法
対応が弱かったりと、それぞれ一長一短があります。また、 ①サ
イトデザインのUI／UXの低下、 ②ユーザの手間といった課題か
ら、売上に少なからず影響を与えることもあるようです。
　これらの課題を解決したSTRIGHTは、グローバル企業が国内
外で適切なかたちで導入でき、またブランドサイトへの導入も簡
便です。

「出さないクッキーバナー」という選択肢は、
ありかなしか？

STRIGHTには以下の6つの特長があります。
①カスタマイズ自由度の高いクッキーバナー
②電気通信事業法・外部送信規律対応
③クッキーレス時代に対応した外部送信サービスの検知・特定
④グローバル対応
⑤使いやすいテンプレート
⑥便利な管理機能
　従来のクッキーバナーの大半は海外での利用を前提とし、サイ
トへ最初にアクセスする際、第一層にクッキーバナーを表示する
のが標準仕様となっており、それがクッキーバナーをめぐる課題
の根本原因となっていました。
　それに対しSTRIGHTは、第一層にはクッキーバナーを表示せず、
代わりにフッターなどに同意管理画面へのリンクを設置し、そのリ
ンク先で利用している追跡技術やクッキーを一覧表示するように
なっています。また、クッキー利用の同意／非同意もそこで行な
えるようにして、「クッキーバナーを出さない」かたちでの同意管
理を実現し、これまでの課題を抜本的に解消しています。
加えて、クッキーバナー表示の有無を設定でき、GDPR（General 

Data Protection Regulation：EU一般データ保護規則）や、米国
CCPA（California Consumer Privacy Act：カリフォルニア州消

費者プライバシー法）をはじめとする海外のクッキー規制にも標
準対応しています。STRIGHT導入までの具体的な流れは以下の
通りです。

　この機会に貴社のブランドサイトでもSTRIGHT導入をご検討
いただき、「プライバシー保護」と「ブランド力の最大化」の両立
を実現していただけましたら幸いです。

クッキーバナーがブランドサイトで敬遠される理由
　企業の法務担当者にはプライバシー保護を重視している企業
姿勢をユーザに理解してもらうためにもクッキーバナーの導入を
推進したい考えがあり、このため法的義務がなくてもコーポレー
トサイトへの導入は進んでいます。
　一方、事業担当者としては、プライバシー保護は重視している
ものの、多額の予算をかけて印象的なブランドサイトを作成して
も、クッキーバナー表示により、 ①デザインが損なわれる、 ②離
脱率が上がる、 ③効果測定が困難になるといった理由から、ブラ
ンドサイトへの導入は進んでいないのが現状です。
　こうしたことから、企業は「クッキーバナーを導入してプライバ
シー保護を優先する」か、「クッキーバナーを導入せず売上を優
先する」かの二者択一を迫られ、多くのブランドサイトでは売上
を優先せざるを得ない状況になっています。
　このような背景もあり、I I Jは従来のクッキーバナーに代わり、
「クッキーバナーを出さない」かたちで、消費者・事業担当者・法
務担当者のそれぞれを “三方よし”へと導く「STRIGHT」を独自
開発しました。

クッキーバナーは義務か？
　「そもそもブランドサイトには必ずしもクッキーバナーを出す必
要がない」ことをご存じでしょうか？　日本では、個人情報保護
法と電気通信事業法が関連する法律になりますが、個人情報保
護法ではクッキーの取り扱いに関して同意管理が義務付けられる
サイトはほとんどありません。

サイト導入イメージ

プライバシー規制対応の専門家集団が
導入・運用を多角的にサポート

I I Jの強みは、ただの “ツール屋” ではなく、「プライバ
シー保護規制や個人情報保護規制対応の専門家集団」
であることです。国内外のクッキーバナー導入実績は
800社以上、コンサルティングの提供実績は620社以上、
加えて4000社以上が利用している国内外のプライバシ
ー保護規制への対応支援サイト「BizRis（https://por-
tal.bizrisk.iij.jp/）」も運営しています。　

BizRisの調査チームでは、世界各国の最新動向を毎
日モニタリングしており、「世界のプライバシー保護規制
調査レポート」を6カ月ごとにアップデート・発信して
います。I I Jのコンサルティング・チームには、弁護士
やCIPP／CIPM資格取得者、I Tセキュリティなどの専門
家も数多く在籍しており、豊富な知見やノウハウを
STRIGHTに還元し、ユーザ企業が独自のチューニング
をすることなく、簡単・適切に導入できるようなサポー
ト体制を構築しています。

2223

導入前 導入後

バナーが
表示されている

バナーを
非表示にできる

プライバシー設定を
クリックする

プライバシー設定画面

1 対象サイトの要件確認
対象サイトがどの国のデータ保護法に対応するべきか、バナーなどの
実装要件（Opt In同意取得、Opt Out権付与など）を確定します。

2 対象サイトのスキャン
対象となるウェブサイトをスキャンし、利用されているサービス（Google 
Analyticsなど）を検出・特定します。

3 対象サービスの特定
検出されたサービスをSTRIGHT側の辞書と照合し、サービスごとに使用
される利用者情報や利用目的を取得します。（特定できなかったサービ
スは調査し、STRIGHT側に設定することでバナーなどに表示できます）

4 バナーテンプレートの作成・設定
バナーなどに掲載する説明文や、ボタンの配置・デザインなどの設定を
行ないます。（バナーなどのデザインは、STRIGHTにあらかじめ搭載され
ている標準テンプレートから容易に設定が可能です）

5 スクリプト生成
STRIGHT側でバナーなどを出力するためのスクリプトを生成します。

6 検証サイトへの実装、検証作業
検証サイトに各種スクリプトを設定し、バナー表示およびサービスタグ
の制御検証を実施します。

7 本番サイトへの実装、運用
本番サイトに各種スクリプトを設定し、バナー表示およびサービスタグ
の制御を実施して、運用を開始します。
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グローバル・トレンド

堂前 清隆
I IJ 広報部 技術担当部長

インターネット・トリビア

ビールがつなぐ、
ベトナムの忘年会

松元 涼
I IJ Global Solutions Vietnam  President, CEO

　「提案書-20250210.pptx」「提案書-ver2-20250209.

pptx」「提案書-ver2-20250209-最新版.pptx」……読者

の皆さんは苦笑されるかもしれませんが、パソコンで文

書を扱っている時にありがちな光景です。自分のパソコ

ンのなかだけならまだしも、複数人が一つのファイルを

修正するような現場でこれは大問題です。「どのファイル

が最新かわからない」「どの部分を修正したのか探しづら

い」「気がついたら複数の人がバラバラに新しい版を作成

していた」といった経験をされた方は少なくないでしょう。

　ソフトウェア開発者にとって、こうした問題はより深

刻です。ソフトウェア開発ではプログラムが記述された

多数のソースコードを扱います。プログラムを書いたら

一回で思い通りに動作することなどまずありませんから、

開発過程では動作テストとプログラムの修正が繰り返さ

れます。こうした作業は、いったんソフトウェアが「完

成」したあとも、新たに発見される「バグ」対応のため

に長期間継続します。このような営みのなかで「最新の

ソースコード」を間違いなく管理すること、さらに、そ

れまでに「どのような理由で」「どのソースコードを」「ど

のように修正したのか」という履歴を残すことは、非常

に重要です。管理が不十分だと、正しい修正が行なえな

くなったり、過去に修正したはずのバグが再発してしま

うなどの問題が起こります。

そこでソフトウェア開発の現場では、ソースコードの管理
に「バージョン管理システム（Version Control System）」

が使用されます。基本的なバーション管理システムは

1970年代にはすでに使われていたと言われており、長い

歴史を持っています。

　ソフトウェア用のバージョン管理システムの基本的な

機能は、最新のソースコードと、それに対する修正履歴

を保持することです。現在のソースコードと過去のソー

スコードを比較して、どこが修正されたのかを表示した

ソフトウェア開発と
「最新のファイル」

　本稿を執筆しているのは、年の瀬も迫った12月下旬

です。ベトナム国内は、25年1月末の旧正月（ベトナ

ムでは「テト」と呼ばれる）に向けて、国全体が慌ただ

しくなる時期です。日本と同様に、この時期はベトナム

でも忘年会シーズンで、一年中でもっとも盛大な宴席

が開かれます。平日の夜はもとより、週末の夜も街中

の宴会場やレストランで多くの忘年会が催されます。

　ベトナムの忘年会は、日本のそれとは少し様子が異

なります。日本の忘年会が「お疲れさま」と労をねぎら

う場だとすると、ベトナムの忘年会は「乾杯！」と一気

飲みを繰り返す、笑い声が絶えない、よりカジュアル

で活気に満ちた場です。日本人の目には少し前時代的

な飲み会に感じられるでしょう。

　筆者も例に漏れず、社内の忘年会はもとより、ビジ

ネスパートナーやお客さまの忘年会に数多く招待され

ます。忘年会では、決まって大量のビールが振る舞わ

れます。お酒は大好きなので（笑）、率先してビール片

手に乾杯の輪に加わります。

　ベトナムのビール消費量は世界第7位（キリンホー

ルディングス、2023）で、日本を上回っています。ベ

トナム国内ではさまざまな種類のビールが販売されて

おり、年齢や性別を問わず楽しまれています。まさに

ベトナムの夜はビールがつなぐといっても過言ではあ

りません。

　「ビジネスパートナーになる前に、まず友達になろ

う」と言われるほどに、ベトナムには個人の関係性がビ

ジネスにも影響する文化があります。忘年会はビジネ

スパートナーとの関係性を深めるとても大切な場なの

です。先日の忘年会では、あるお客さまと肩を組んで

同時にグラスを飲み干すような乾杯をしました。日頃

は眼光鋭く少し近寄りがたい方でしたが、忘年会でこ

のように親密に接してくれたことで、ビジネス関係以

上の友情を感じることができました。今日もそんな活

気あふれる忘年会の場へ足を運びます。ビール片手に

「乾杯！」。

ベトナムのビール

り、必要に応じて過去のソースコードに復元することも

できます。また「どのような理由で修正したのか」の記

録（log）を残すこともできます。

　大規模なソフトウェア開発の現場では、多数の開発者

が平行して別々の問題を修正することも日常的です。そ

うした場合、ソースコードの「最新版」を複数に分岐さ

せ、開発者が互いに干渉されることなく作業するための

機能もあります。こうした分岐をブランチ（枝）と呼び

ます。ブランチはいずれ元のソースコードに反映させる

必要が生じるでしょうが、もしかするとその時点では、

元のソースコードに別の修正が加えられているかもしれ

ません。そこで、分岐時点のソースコードからの修正箇

所を全て洗い出して、修正済みのソースコードに矛盾な

く反映させていく作業が必要になります。これをマージ

と言います。この作業はかなり面倒ですが、バージョン

管理システムによっては、マージ作業を半自動化してく

れるものもあり、大変助かります。

　インターネット上で使われるソフトウェアでは、開発

者が大人数になることもしばしばです。そうしたプロジ

ェクトでは「分散型」のバージョン管理システムが使わ

れます。例えば、サーバなどに使われるLinuxでは開発

者が数千人にも及んでいます。ここで使われているGit

と呼ばれるシステムは、分散型バージョン管理システム

のなかでも特に有名なシステムです。

　ちなみに、一般のニュースでもたまに見かけるGitHub

とは、このGitを中心にしたネットサービスです。Gitによ

るソースコードのバージョン管理を中心に、バグの報告・

管理機能や、プロジェクトの進捗を管理する機能などが

あり、ソフトウェア開発プロジェクトの情報を一箇所に集

約できます。インターネットで使われるさまざまなソフト

ウェアの開発プロジェクトがGitHubで進められており、

インターネットを支えるインフラの一つとなっています。

ギット

ギットハブ
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編集後記

年末に息子がインフルエンザに罹患しました。このままいくと本人は年内に回
復するものの、家庭内で感染が広がれば帰省を中止せざるを得ない状況でし
た。部屋や食器を分けたり、トイレや洗面所を使うたびに除菌するなど、コロ
ナ禍で得た感染予防の知識を総動員したところ、無事に帰省し、元気に新年を
迎えることができました！（M）／先日、クレジットカードを紛失しました。被
害はなかったのですが、多数のWEBサイトとアプリに登録しているカード情
報の更新に苦労しました。あるショッピングアプリでは、決済を他のアプリと
連携して行なっているため、カード情報の登録先が私の記憶とは異なっている
ものがありました。利便性・セキュリティ・運用のバランスを取りつつ、運用を
複雑にしない工夫は、ビジネスとプライベートともに必要だと実感しました。
紛失したカードは後日、洗濯機のなかから見つかりました。（Y）／沖縄県の久
米島が好きで、通い始めてもう20年になります。ほぼ毎年、久米島の海に癒
やされてきたのですが、先日、昔の写真を見る機会があり、驚きました。かつて
の海の色や透明度は、今とは比べものにならないほど綺麗だったのです。島の
友人によると、サンゴ礁も減り、天然もずくの収穫量も激減しているとのこと。
もちろん、現在でも海は綺麗なのですが、この20年で環境が着実に悪化して
いることに気づかされました。東京に住んでいる私にも、小さなことでも何か
できることはないかと考えています。（T）／ 1月に JR東日本の車内で企業広
告を展開しました。広告掲載から数日で自分が I IJに勤めていることを思い出
した友人や元社員の同期から飲み会のお誘いが来るという副次効果を生みま
した。（S）

I IJの新CM「インターネットって大事ですか？」を
YouTubeなどの動画サイトやSNSで配信していま
す。特設サイトでは動画や関連情報を公開していま
すので、ぜひご覧ください。

I IJ動画ページ
https://www.iij.ad.jp/movie/cm2025.html

特設サイト
https://www.iij.ad.jp/pr/

I IJの新CMを配信中！

小誌、I IJグループ広報誌『I IJ.news』は、これまで偶数月に発行してまいりました
が、次号から奇数月発行に変更いたします。次号「I IJ.news vol.187」は2025年3月
に、次々号「I IJ.news vol.188」は5月に発行予定です。定期購読（無料）の冊子お
届け時期もあわせて変更となります。

広報誌 I IJ.news 
発行月変更のお知らせ
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